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研究成果の概要（和文）：現代日本社会において、若者の適応感や動機付けが低下していること
が指摘されている。本研究では特にニート・ひきこもりの問題や、若者の感情経験、幸福感に
焦点をあて、実験研究ならびに調査研究を行った。「相互協調的」とされる日本文化において、
関係志向性が低く、対人関係における困難さを持つ若者が一定水準存在すること、また、個人
の達成志向性が幸福感を低下させてしまう可能性などについて検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
A growing percentage of the Japanese population are moving to the periphery of society 

because they are unable to secure a stable place of belonging within some institutional 

system. Some of them have withdrawn from participating in any kind of occupation. Such 

individuals do not show typical interdependent responses in social relationships or 

motivational processes compared with the average Japanese.  
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１．研究開始当初の背景 
これまでの文化心理学の知見からは、日本文

化は関係志向的、もしくは相互協調的（Mark

us & Kitayama, 1991）であるとされてきた。 

しかし一方で、近年、日本において対人関

係の中での不適応感やコミュニケーションの

欠如・不全が問題とされてきており、たとえ

ばひきこもりや対人不安、自己中心的な個人

主義などの問題の顕現化が、様々な学問領域

や実際の社会的場面で指摘されている。相互

協調性が発現する形は全ての人に一様では

ない。するとひきこもりや対人関係の不全な

どは、文化的価値に対する一種の否定的反応

であり、文化的価値を積極的に取り入れるこ



ととは異なった意味で、やはり文化を反映し

たこころの状態であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
「こころの不適応」については、個別事例的

アプローチから検討されてきたことが多かっ

たものの、文化や社会の視点からの検討は数

少ない。そこで本研究では社会・文化的基盤

により構築されるこころの適応・不適応を捉

えるため、青年期の対人関係・自己に対する

認知と感情、また、様々な価値観がどのよう

に心理的な適応感をもたらしているかにつ

いての基礎研究を行い、心の健康と文化的適

応に関連する諸分野への貢献を目指す。 
 
３．研究の方法 

本研究では（１）自己の価値がどこにある

と感じるかについての測定、（２）精神的、

身体的な適応・不適応感、および動機づけの

あり方との関連に注目した実証的研究を日

米の大学生を対象として行った。調査対象と

して、大学生だけではなく、無職者や、ニー

ト・ひきこもり支援を受けている若者からの

協力を求めた。さらには発達心理学や臨床心

理学など様々な関連領域の研究者との意見

交換を行った。 
 

４．研究成果 
 

（１）青年期の社会的適応：ひきこもり・ニ

ートの文化心理学的検討 

 ニート・ひきこもりは、実際に就労や教育

の現場から離れている人々のカテゴリーと

して扱われることが多いが、その心理的側面

に関して言えば、現時点では教育、就労の中

にいる人にもその「リスク要因」が存在する

と考えられる。ニート・ひきこもり状態の要

因となるような、またはニート・ひきこもり

状態の結果として得られるような心理傾向

を同定するような尺度の開発を試みた。 

先行研究から多くのニート・ひきこもりに

見られる共通の態度等をリストアップし、ニ

ート・ひきこもりの「行動、心理状態」等に

関連する定義やニート・ひきこもりになった

原因の記述、さらには実施された調査の項目

等から、53 項目（逆転項目は 21 項目）のニ

ート・ひきこもりの傾向尺度の予備項目を作

成した。 

調査方法：参加者は大阪府下のひきこもり

支援２団体で支援を受けている 20 代～30 代

の 19 名（ひきこもり期間 1 年以上）及び、

京都大学に在籍する学生 66 名。調査参加者

は、研究１で作成したニート・ひきこもり尺

度、自尊心(Rosenberg, 1965)、相互独立的・

相互協調的価値観尺度（Singelis,1994) 等

について質問紙で回答した。 

結果：ニート・ひきこもり尺度 最尤法によ

る因子分析を行い固有値を検討したところ、

3 因子解が妥当であると判断された。第 1 因

子には機会や仕事のポジションに関わらず、

意識的に働かないことを選択しフリーター

になる傾向を示す「フリーター生活志向」に

関する項目（例：急いで仕事に就く必要はな

いと思う）が、第 2因子には「自己効力感の

低下」に関わる項目（例：社交性が低く、対

人関係が苦手である）が、第 3因子には「将

来に対する不明瞭な目標」に関する項目

（例：将来何をしたいのかよくわからない）

が、それぞれ高い因子負荷量を持っていた。

3 つの下位尺度は、少なくとも 3 つの異なる

種類のニート・ひきこもりを表していると考

えられる。 

結果：群の比較による検討 ひきこもり支援

を受けている調査参加者は、学生に比較して

全ての因子において得点が高く、尺度の妥当

性が示唆された。 

尺度間の相関は表 1の通りであり、ニート・

ひきこもり尺度の下位項目のそれぞれは

Rosenberg の自尊心尺度と負の相関を持って

いた。さらに、フリーター生活志向性は相互

協調性と負の相関を持っており、日本文化で

優勢とされるような関係を断ち切ろうとす

る傾向にあることが示された。 

表 1 尺度間の相関 

 

フリータ

ー生活 

低自己効

力 

目標不明

瞭 

低自己効

力 

0.35***   

目標不明

瞭 

0.33** 0.42***  

自尊心 -0.29** -0.78*** -0.47*** 

相互独立 0.14 -0.08 -0.06 

相互協調 -0.32* 0.02 0.12 

 

（２）ニート・ひきこもり高リスク群におけ

る動機付けの検証実験 

Heine et al., 2001 による実験室実験のパ

ラダイムを用いて、ひきこもりのリスクの高

い人たちでの動機付けについて検証した。研



究１で作成したニート・ひきこもり尺度を大

学生 260名に実施した。その点数に応じて「高

リスク群（上位 10％）」「低リスク群（下位

90％）」の群わけを行い、それぞれの群の人

たちを対象に実験室研究への参加を呼びか

けた。参加者は高リスク群 23 名、平均的～

低リスク群 84 名であった（以下、低リスク

群と記述する）。実験では課題（創造力テス

ト）を行い、それに対する成功(ポジティブ)

もしくは失敗(ネガティブ)のフィードバッ

クを与えた後に、実験者が必要なファイルを

取りに行くのを待っている間に、実施は任意

であるとして渡される類似の課題をどれぐ

らい継続して行うか、その時間を測定した。

ワイヤレスのカメラで机の手元だけを撮影

し、課題を行っているかどうかを 15 分を上

限として（Heine et al., 2001 では 20 分）

別の部屋のモニターで観察し、測定した。最

後に参加者にはディブリーフィングを行っ

た。 

結果、高リスク群の学生は失敗のフィード

バックを与えると課題を継続する動機づけ

は低くなり、逆に成功のフィードバックを与

えると、課題を継続する動機づけが高くなる

特徴をもっていることを示した。対照的に、

低リスク群の学生は失敗のフィードバック

をもらった時の方が課題を継続的に行う動

機づけが高まっていた。群 x条件の交互作用

は有意であった（F(1, 103) = 5.85, p<.02）。

また、Heine et al, 2001 と今回の研究のデ

ータを比較すると、高リスク群の学生の傾向

はカナダ人学生の傾向と類似していた。失敗

の経験は平均的な日本人の自己概念におい

ては動機づけの要因となる傾向がある一方

で、ニート・ひきこもりの人々においては逆

に動機づけを低下させる要因となっている

と考えられる。 

ひきこもり・ニートは3つのタイプに区分で

きることが明らかになった。相互協調性を減

じてフリーター生活志向のある「フリーター

型」と、自尊心が低く失敗後にその動機付け

を継続させることが難しい低自己効力感を持

つ人たち（いわゆるひきこもり状態にある人

たち）では異なる自己観を持っている可能性

もある。また、高リスク群はこれまで日本文

化で優勢とされてきたものとは異なる価値観

や動機付けを持っており、これが高リスクの

遠因となっているのか、それともその結果と

して表れてくるものなのかについて、今後の

検討が必要であろう。 

（３）日米の青年期における自己価値、対人

関係と幸福感 

日本はアメリカと比較して、関係志向的で

あり、他者との関係性をより重視する文化で

あると言われている（e.g., Markus, & 

Kitayama, 1991）。しかし競争主義・成果主

義の導入や社会的流動性の高まりなどによ

って、日本でも自己の成功や評価の獲得を重

視するような個人主義的価値観が強調され

るようになっている。その中で、個人主義を

導入しようとして過度に対人関係を排除し

ようとし、結果として幸福感を下げている可

能性が指摘されている（北山, 2010）。また、

コントロール感を重視するアメリカでは、自

分でコントロールできない関係性に自尊心

を関連付けてしまうと幸福感が下がる

（Crocker et al., 2003）という報告もある。

そこで、自己の価値を関係志向性と獲得志向

性にどのように置いているのかによって、幸

福感の程度が異なるかどうか、日本人学生と

アメリカ人学生を比較することにより検討

した． 

京都大学生122名（男性66名、女性56名）、

ウィスコンシン大学生 62 名（男性 29名、女

性 33 名）が自己価値随伴性尺度（内田, 2008）

の改訂版を用いて、それぞれの領域にどの程

度自己の価値を随伴させているのかを 7件法

（1：全くそう思わない‐7：強くそう思う）

で回答した。自己価値随伴性尺度は、11領域

（競争性、外見的魅力、関係性調和、他者か

らの評価、学業能力、家族からのサポート、

同姓の友人からのサポート、物品所有、人の

役に立っている感覚、異性からの人気、倫理

的であること）、各 5項目の計 55 項目であっ

た。因子分析（最尤法・プロマックス回転）

を行った結果、因子負荷が0.4を下回った「家

族からのサポート」と「倫理的であること」

を除き、内田（2008）が指摘するように、自

己価値は獲得志向性・関係志向性に対応した

二つの因子に分類された。「競争性」、「外見

的魅力」、「学業能力」、「物品」、「異性」から

構成される因子を「獲得志向」とし、「関係

性調和」、「他者からの評価」、「同性の友人か

らのサポート」、「役立ち」から構成される因

子を「関係志向」とした。それぞれの因子得

点を「獲得志向性」、「関係志向性」と定義し、

個人の自己達成と関係性を重視するそれぞ

れの価値観を説明する変数とした。 



また、自分をとりまく人間関係について、

A4 の用紙に 10 分間で記述してもらった。自

分と、自分の友人は○で表して線で結んでも

らい、その中で自分が一緒にいて居心地がよ

いと思える友人を指摘してもらい、その数を

親しい友人の数とした。 

最後に、人生満足度を測定する尺度（5 項

目；項目例「だいたいにおいて私の人生は理

想に近いものである」；Diener et al., 1985）

と関係幸福感を測定する尺度（32 項目；項目

例「今自分のいる環境や状況を受け入れてい

る」；Hitokoto et al., 2009）に 7件法（1：

全くそう思わない‐7：強くそう思う）で回

答した。また、感情経験を測定する尺度（快

感情 11 項目：幸せ・喜び・満足など；不快

感情 13 項目：悲しみ・憂鬱・不安など；Brim 

et al., 2004）と身体的健康を測定する尺度

（11 項目：頭痛・腰痛・食欲がないなど；Brim 

et al., 2004）を用いて、日頃どの程度頻繁

に感じているかを 5件法（1：全くない‐5：

非常によくある）で回答した。幸福感を多面

的に捉えるために、人生満足感、関係幸福感、

快感情経験、不快感情経験の逆転スコア、身

体的健康を一因子とし、主成分分析を行った

時の因子得点を「主観的幸福感」とした。 

文化ごとに、獲得志向性と関係志向性を独

立変数、主観的幸福感を従属変数とした重回

帰分析を行った（表 2）．その結果、日本人学

生においては、関係志向性は主観的幸福感を

予測していなかった（β = -.12, p = .27）

が、獲得志向性が高いほど主観的幸福感は低

かった（β = -.21, p < .05）．一方、アメ

リカ人学生においては、獲得志向性は主観的

幸福感を予測していなかった（β = .06, p 

= .66）が、関係志向性が高いほど主観的幸

福感は低かった（β = -.37, p < .01）． 

表 2   主観的幸福感を従属変数とした重回

帰分析の結果 

 日本人 アメリカ

人 

獲得志向性 -.21* .06 

関係志向性 -.12 -.37** 

R² .09** .13* 

* p<.05 ** p<.01 

 

獲得志向性と関係志向性を独立変数、親し

い友人数を従属変数として重回帰分析を行

ったところ、日本人学生においては獲得志向

性が高いほど親しい友人の数が少なく（β = 

-.21, p < .06）、関係志向性は親しい友人の

数を予測していなかった（β = .05, p = .65）。

一方、アメリカ人学生においては、獲得志向

性・関係志向性ともに親しい友人の数を予測

していなかった（獲得志向性：β = -.10, p 

= .45；関係志向性：β = - .02, p = .89）。 

これらの結果から、日本では獲得志向性が

高いことが主観的幸福感を下げるが、アメリ

カでは関係志向性が高いことが主観的幸福

感を下げていることが分かった。よって、社

会で優勢な価値観と異なる価値観に自己価

値を随伴させる状態が、幸福感を下げている

可能性が示唆された。 

また、日本人において、獲得志向性が高い

ほど親しい友人の数が少なく、その結果主観

的幸福感が下がっていた．よって、獲得志向

性が主観的幸福感を下げている要因のひと

つとして、親しい友人の数が減少してしまい、

結果として日本人の幸福感を支えるサポー

トの受け取り（Uchida et al., 2008）が減

少してしまっている可能性が考えられる． 

さらに、それぞれの文化的価値観に一致し

た自己価値随伴性を持つことが主観的幸福

感を上昇させていないことも興味深い。Park 

& Crocker (2005)が指摘するように、特定の

領域に自己価値を随伴させること自体が不

安定さを招いてしまうことによる影響もあ

ると考えられる。 
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